
公益財団法人 肥後の水とみどりの愛護基金

持続可能な地下水を守る活動

くまもとＳＤＧｓ
牽引部門

評価項目ごとの取組みの特徴・ポイント

普遍性
阿蘇大観の森 ：広葉樹１５万本植樹によるCO2削減、地下水涵養効果
阿蘇水掛の棚田：耕作放棄地を棚田に再生、地下水涵養効果拡大

包摂性
森林・棚田で涵養した地下水は熊本地域100万人の生活用水として利用
小中高校水質調査学習は全国の修学旅行生を対象

協働性
熊本日日新聞社、熊本県、熊本市、熊本商工会議所、熊本経済同友会、
マスコミ各社、環境省、阿蘇市、阿蘇グリーンストックほかと連携

統合性
各経済団体からの寄付・助成によりボランティア支援活動を継続
支援活動継続により社会全体へのSDGｓ基本的精神定着に貢献

透明性
保全活動内容、湧水地調査等をHPやインスタグラムにより随時公表
棚田の地下水涵養量証明書を発行

【主な取組み内容】

貢献するＳＤＧｓのゴール

①「肥後の水とみどりの愛護賞」助成金事業

③「阿蘇大観の森」森林の保全・育成事業

②「啓発事業」熊本県下の湧水地調査・水質データ記録・ＳＮＳ発信

④「阿蘇水掛の棚田」水田湛水事業
2011年 耕作放棄地を25年ぶりに復活 棚田66枚 1.87ｈａで稲作継続

2006年から59ｈａの山林で杉・檜を間伐 15万本の広葉樹苗木を植樹

1987年創設 36回継続 346団体16個人を表彰 助成金累計額：1億円超

ＡＰＷＳのレガシー授業実施・熊本県教育旅行プログラムに参画

阿蘇水掛の棚田


